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江
東
区
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸

時
代
以
降
に
開
発
さ
れ
た
土
地
で
す

が
、
区
内
各
所
に
は
、
歴
史
的
な
遺

産
で
あ
る
文
化
財
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

文
化
財
は
、
区
の
歴
史
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
地
域
に
生
き
た
多
く
の

人
々
の
証
し
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
総

数
は
、
す
で
に
１
０
０
０
件
を
超
え
ま

し
た
。
昨
年
度
も
、
文
化
財
６
件
が

あ
ら
た
に
指
定
・
登
録
さ
れ
、
全
部

で
１
０
５
５
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
神
社
仏
閣

を
中
心
に
、
道
端
・
公
園
な
ど
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
皆

様
の
身
近
に
も
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
普
段
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い
も
の

で
す
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
百
年
あ

る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
そ
の
場
所
に
あ
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
だ
け

気
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
文
化
財
は
、

未
来
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
度
の
指
定
・
登
録
文
化
財
に

つい
て
は
、
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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江東区地域振興部
文化観光課文化財係

○新指定・登録文化財紹介
○江東区域の江戸藩邸
　信濃国上田藩抱屋敷 ⑴
○江東区芭蕉記念館開館 30周年特別展
　芭蕉書簡三点
　歴史の中の武将と文人
　　　　　－中世から近世へ－
　ちぎり絵「奥の細道」
○時雨忌講演会
　『おくの細道』の
　　　比較文学的考察（前編）
○新刊紹介
　『江東区の文化財2　深川寺町界隈』
　『東都三十三間堂旧記　三』
○平成 22年度寄贈資料リスト

　江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長・松平康夫：東京福
祉大学教授）の答申を受け、区文化財として新たに３件を指定、３件
を登録、１名を追加認定、２件を指定解除、１団体を認定解除しまし
た。この結果、登録文化財の総数は1,055件、うち指定文化財は35件
になりました。

銅造水盤・ガラス乾板・漆芸
◆平成22年度の新指定文化財◆

銅造水盤全景 銅造水盤　正面左下の脚と刻銘

乾漆布目盛器ガラス乾板紙焼き（乾板写真は 2頁）
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指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）】

銅ど
う
ぞ
う造

水す
い
ば
ん盤　

太お
お

田た

正ま
さ
よ
し義

作さ
く

富
岡
1
―
20
―
3　

富
岡
八
幡
宮

　

享
和
3
年
（
１
８
０
３
）
5
月
に
、
神
田

に
住
む
鋳い

も

じ
物
師
太
田
正
義
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
水
盤
で
す
。
一
見
す
る
と
全
て
青
銅
で
で

き
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
石
製
の
水

盤
を
青
銅
板
で
包
む
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
繋
ぎ
目
は
表
か
ら
は
見
え
な

い
よ
う
巧
み
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
鋳

造
の
脚
に
は
雲
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
優
れ
た

鋳い

物も
の

の
技
術
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

水
盤
の
正
面
と
左
右
の
側
面
に
は
、
計

２
９
０
名
の
奉
納
者
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す

（「
出
見
世
」「
長
家
中
」
な
ど
も
1
名
と
計

算
）。
奉
納
者
に
は
、
浅
草
寺
門
前
や
本
所

な
ど
、
富
岡
八
幡
宮
の
氏
子
町
で
は
な
い
町

の
住
人
た

ち
も
多
く

含
ま
れ
て

お
り
、
氏

子
町
の
範

囲
を
超
え

た
富
岡
八

幡
宮
へ
の

信
仰
が
み

て
と
れ
ま

す
。
奉
納

者
の
ほ
と

ん
ど
は
商
人
と
み
ら
れ
ま
す
。
職
種
は
釘
鉄

銅
物
問
屋
が
多
い
も
の
の
、
材
木
問
屋
・
米

問
屋
・
御
弓
師
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

商
人
た
ち
の
職
種
を
ま
た
い
だ
、
富
岡
八
幡

宮
へ
の
幅
広
い
信
仰
の
広
が
り
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

水
盤
全
体
に
は
火
を
か
ぶ
っ
た
跡
が
み
ら

れ
、
水
盤
の
背
面
に
は
複
数
の
ヒ
ビ
が
あ
り

ま
す
が
、
は
め
金
で
丁
寧
に
補
修
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
水
盤
は
、
震
災
や
戦
災
、
戦
時
中
の
金

属
供
出
を
も
乗
り
越
え
、
破
損
部
分
を
補
修

さ
れ
て
、
現
在
で
も
富
岡
八
幡
宮
の
水
屋
で

水
盤
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
大
型
で
、
多
く
の
奉
納
者
名
が
刻
ま
れ
た

本
水
盤
は
、
江
戸
の
鋳
物
師
の
技
術
を
伝
え

る
工
芸
品
で
あ
る
と
と
も
に
、
富
岡
八
幡
宮

へ
の
信
仰
の
あ
り
よ
う
や
、
江
戸
の
商
人
た

ち
の
活
動
も
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
文

化
財
と
い
え
ま
す
。

【
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）】

ガ
ラ
ス
乾か
ん
ぱ
ん板　

深
川
区
史
図
版　

１
１
３
点

東
陽
4
―
11
―
28　

江
東
区

　

ガ
ラ
ス
乾
板
と
は
、
感
光
乳
剤
を
ガ
ラ
ス

板
に
塗
布
し
た
写
真
材
料
で
す
。
本
ガ
ラ
ス

乾
板
は
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
刊
行
の

『
深
川
区
史
』
上
・
下
巻
（
深
川
区
史
編
纂

会
）
に
掲
載
す
る
た
め
に
、
絵
図
・
地
図
・

錦
絵
・
風
景
な
ど
を
撮
影
し
た
、
現
像
処
理

済
み
銀
・
ゼ
ラ
チ
ン
黒
白
画
像
乾
板
で
す
。

寸
法
は
、
縦
16
・
5
㎝
×
横
12
・
0
㎝
が
主

で
、
厚
さ
は
0.1
〜
0.2
㎝
で
す
。
１
１
３
点
の

う
ち
、『
深
川
区
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、

上
下
巻
合
わ
せ
て
82
点
で
す
。『
深
川
区
史
』

の
写
真
図
版
は
、
上
巻
で
１
０
０
点
、
下
巻

で
１
３
３
点
で
す
の
で
、
す
べ
て
の
ガ
ラ
ス

乾
板
が
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
31
点
が
未
使
用
で
、
そ
の
中
に

は
、
失
わ
れ
た
風
景
を
撮
っ
た
写
真
も
あ
り

ま
す
（
右
写
真
。
大
和
町
〈
冬
木
〉
と
鶴
歩

町
〈
木
場
3
〉
と
に
架
か
る
大
和
橋
と
み
ら

れ
ま
す
）。『
深
川
区
史
』
の
編
纂
は
大
正
11

年
に
開
始
さ
れ
、
翌
年
6
月
に
は
、
編
纂
事

業
を
広
く
紹
介
す
る
目
的
で
、
史
料
展
覧
会

が
明
治
小
学
校
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
9
月
1
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
に

よ
り
、
集
め
た
資
料
や
稿
本
を
焼
失
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
11
月
に
は
編
纂
事

業
の
継
続
を
決
め
、
震
災
後
1
年
間
は
資
料

の
再
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
同
14
年
9
月
に

上
下
巻
の
編
纂
を
終
了
し
、
翌
年
の
発
刊
に

至
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本
ガ
ラ
ス
乾
板
の

撮
影
年
代
は
、
編
纂
期
間
中
の
大
正
11
年
か

ら
15
年
の
間
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
15
区
時
代

に
編
纂
さ
れ
た
他
旧
区
史
の
編
纂
資
料
は
戦

災
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
ガ

ラ
ス
乾
板
は
、『
深
川
区
史
』
編
纂
資
料
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
15
区
時
代
の
旧
区
史
編

纂
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

深
川
地
域
の
大
正
期
の
風
景
や
現
存
し
な
い

石
造
物
の
画
像
を
含
む
こ
と
な
ど
か
ら
史
料

的
価
値
も
高
く
、
地
域
史
料
と
し
て
重
要
な

も
の
と
い
え
ま
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

漆し
つ
げ
い芸 

保
持
者　

前
田 

仁

　

漆
は
、
縄
文
時
代
の
出
土
品
に
も
見
ら
れ
、

古
く
か
ら
日
用
品
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
器
・
建
築
・
仏
像

な
ど
に
も
施
さ
れ
た
漆
塗
り
技
術
は
、
の
ち

に
発
展
し
た
加
飾
技
術
（
螺ら

鈿で
ん
・
蒔ま
き

絵え

な
ど
）

と
一
体
化
し
、
華
や
か
な
工
芸
作
品
を
生
み

だ
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
全
国
各
地

に
独
特
の
漆
芸
技
法
が
現
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
漆
芸
技
術
の
保
持
者
前

田
仁
氏
は
、
昭
和
10
年
生
ま
れ
で
、
16
歳
で

父
・
千
代
松
氏
に
弟
子
入
り
し
、
漆
塗
り
技

銅造水盤

ガラス乾板
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術
を
習
得

し
ま
し

た
。
現
在

に
い
た
る

ま
で
、
60

年
も
の

長
き
に
わ

た
っ
て
漆

塗
り
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
頃
か
ら
は
、
従
来
の
木
地
だ
け

で
な
く
、「
乾か

ん
し
つ漆

素そ

じ地
」
の
作
品
も
手
が
け

始
め
ま
し
た
。
乾
漆
は
、
も
と
も
と
仏
像
製

作
の
技
法
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
、
次
第

に
工
芸
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
以
降
は
、
石
膏
で
作
品
の
型
を
作

り
、
そ
の
上
に
和
紙
や
布
を
漆
糊
で
貼
り
重

ね
、
石
膏
か
ら
取
り
外
し
た
素
地
の
上
に
、

漆
塗
り
を
施
す
技
術
に
発
展
し
ま
し
た
。
仁

氏
は
、そ
の
技
術
を
独
学
で
学
び
、長
年
培
っ

て
き
た
漆
塗
り
技
術
を
乾
漆
素
地
の
上
に
施

し
て
き
ま
し
た
。
乾
漆
作
品
は
、
主
に
展
示

会
に
出
品
さ
れ
、「
伝
統
工
芸
新
作
展
」（
日

本
工
芸
会
東
日
本
支
部
主
催
）
や
「
伝
統
工

芸
漆
芸
展
」
へ
の
入
選
な
ど
、
受
賞
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
3
月
に
は
、
江
東
区
登
録
無
形

文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者
と
し
て
認
定

さ
れ
、
平
成
14
年
に
は
東
京
都
優
秀
技
能
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

石せ
き
ぞ
う造

鳥と
り

居い　

昭
和
5
年
在
銘

永
代
2
―
37　

福
住
稲
荷
神
社

　

神
明
形
で
、
花
崗
岩
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

柱
に
「
昭
和
五
年
二
月
吉
日
建
之
」「
澁
澤

倉
庫
株
式
會
社
」
の
刻
銘
が
あ
り
ま
す
。
澁

澤
倉
庫
株
式
会
社
は
、
澁
澤
栄
一
が
創
業
し

た
澁
澤
倉
庫
部
が
前
身
で
す
。
栄
一
は
、
明

治
9
年
（
１
８
７
６
）
に
深
川
福
住
町
（
永

代
2
）
に
あ
っ
た
近
江
屋
喜
左
衛
門
（
4
代

目
荻
江
露
友
）
の
屋
敷
を
買
い
取
り
、
同
30

年
に
澁
澤
倉
庫
部
を
創
業
し
ま
し
た
。
近
江

屋
の
邸
内
祠
で
あ
っ
た
福
住
稲
荷
は
、
引
き

継
が
れ
て
、
同
社
の
守
護
神
と
し
て
敷
地
内

に
祀
ら
れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

ま
し
た
が
、
富
岡
八
幡
宮
に
預
け
た
神
体
は

無
事
で
し
た
。
昭
和
5
年
（
１
９
３
０
）
に

社
殿
を
復
興
し
、
2
月
13
日
に
神
体
の
遷
座

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
鳥
居
は
、
復
興
時

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
史
跡
】

越え
っ
ち
ゅ
う
じ
ま

中
島
砲ほ
う
だ
い
あ
と

台
跡   

越
中
島
2
―
1  

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学

　

嘉
永
6
年
（
１
８
５
３
）
の
ペ
リ
ー
来
航

以
降
、
江
戸
幕
府
は
江
戸
内
湾
へ
の
台
場
建

設
に
着
手
し
、
沿
岸
に
も
砲
台
建
設
を
始
め

ま
し
た
。

　

越
中
島
砲
台
は
、
こ
れ
ま
で
は
計
画
だ
け

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
調

査
の
結
果
、
元
治
2
年
（
１
８
６
５
）
2
月

ま
で
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
砲
台
は
越
中
島
の
幕
府
調
練
場
か
ら
沖

合
に
突
き
出
し
て
作
ら
れ
、
佃
島
砲
台
と

と
も
に
隅
田
川
河
口
部
の
守
り
を
固
め
ま
し

た
が
、
幸
い
、
外
国
船
と
砲
弾
を
交
え
る
こ

と
な
く
明
治
維
新
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後

も
越
中
島
調
練
場
の
一
部
と
し
て
砲
台
跡
は

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
35
年（
１
９
０
２
）

に
商
船
学
校
（
現
東
京
海
洋
大
学
）
が
越
中

島
に
移
転
し
た
折
に
、
校
地
整
備
に
よ
り
埋

め
立
ら
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

指
定
解
除

　

縫
紋 

保
持
者　

天
野
一
政

　

木
挽 

保
持
者　

林　

以
一

登
録
解
除

　

庖
丁
製
作 

保
持
団
体　

吉
實
庖
丁
店

登
録

　

庖
丁
製
作 

保
持
者　

吉
澤　

操

 

追
加
認
定　

吉
澤　

清 

卓
越
技
能
章
受
章

　

区
登
録
無
形
文
化
財（
工
芸
技
術
）保
持
者
の
友
國
三
郎
氏（
三
好
２
）

は
、昨
年
11
月
に
国
の
卓
越
技
能
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
國
氏
は
、昭
和
40
年
に
建
具
製
作
の
修
業
に
入
り
、昭
和
62
年
に
現
在

地
で
友
國
建
具
店
を
創
立
し
ま
し
た
。以
来
、45
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、仕

事
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

木
工
（
建
具
）

友
國
　
三
郎
氏

前田 仁 氏

福住稲荷石造鳥居

越中島砲台絵図（東京都立中央図書館特別文庫所蔵）
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江
戸
時
代
の
江
東
区
に
は
、
深
川
や
小
名

木
川
沿
い
な
ど
に
数
多
く
の
武
家
屋
敷
が
あ

り
ま
し
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
う
し
た

武
家
屋
敷
跡
を
た
ど
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
1
回
目
は
、
海う
み

辺べ

新し
ん
で
ん田
村
に
あ
っ
た
信

濃
国
上う
え

田だ

藩
（
５
万
３
千
石
）
の
抱か
か
え

屋
敷
（
白

河
4
丁
目
・
三
好
4
丁
目
付
近
）
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
名
の
江
戸
屋
敷
は
、
幕
府
か
ら
与
え
ら

れ
た
拝
領
屋
敷
（
上か

み

屋
敷
・
中な

か

屋
敷
・
下し

も

屋

敷
な
ど
）
と
、百
姓
や
町
人
か
ら
土
地
を
買
っ

て
手
に
入
れ
た
屋
敷
の
2
種
類
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。
後
者
の
う
ち
、百
姓
か
ら
買
っ

た
屋
敷
を
抱
屋
敷
、
町
人
か
ら
買
っ
た
屋
敷

を
町ま
ち
な
み並

屋
敷
と
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
海
辺
新
田
村
の
上
田
藩
抱

屋
敷
は
、
海
辺
新
田
村
の
百
姓
か
ら
上
田
藩

が
買
っ
た
屋
敷
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

図
1
は
、
文
政
11
年
（
１
８
２
８
）
に
こ
の

抱
屋
敷
を
描
い
た
「
江
戸
深
川
松
平
伊
賀
守
抱

屋
敷
絵
図
」（
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
）
で
す
。

絵
図
に
は
、屋
敷
の
面
積
が
１
７
５
５
１
坪
で
、

建
坪
の
合
計
が
７
５
１
坪
余
と
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
屋
敷
の
う
ち
、
建
物
の
建
っ
て
い
な

い
部
分
が
95
％
以

上
あ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

絵
図
を
ト
レ
ー

ス
し
て
文
字
を
活

字
に
起
こ
し
た
も

の
が
下
の
図
2
で

す
。
こ
れ
を
見
ま

す
と
、
小
名
木

川
に
面
し
た
屋
敷

の
北
側
に
、
道
に

沿
っ
て
長
屋
・
土

蔵
・
長
屋
門
が
並

ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
場

所
は
、
現
在
の
プ

ラ
ザ
元
加
賀
の
Ａ

Ｂ
棟
・
Ｃ
Ｄ
棟
の

あ
た
り
で
す
。

　

長
屋
門
を
入
る

と
、
さ
ら
に
長
屋

が
3
棟
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
長
屋
は
、
江
戸
詰
め
の
上
田

藩
士
の
宿
舎
だ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
長
屋

の
奥
に
は
「
建
家
」
が
2
棟
あ
り
ま
す
。
屋

敷
の
東
側
に
は
、
5
棟
の
土
蔵
が
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
屋
敷
の
中
央
に
進
ん
で
い
く
と
、

「
此
こ
の
あ
た
り辺
庭
」
と
あ
り
ま
す
。
藩
主
の
憩
い
の

場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
近
く
に
「
船
小

屋
」
と
あ
る
の
は
、
庭
の
池
に
浮
か
べ
る
船

を
入
れ
て
お
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
周
り
に

は
「
湯
小
屋
」
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進

む
と
、「
此
辺
田
畑
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
名
屋
敷
の
中
に
、
な
ん
と
田
畑
が
あ
っ
た

の
で
す
。
一
体
誰
が
耕
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？ 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
）

小名木川越しに見た
プラザ元加賀のＡＢ棟・ＣＤ棟

江
東
区
域
の
江
戸
藩
邸

信
濃
国
上
田
藩
抱
屋
敷
（1）

図1　文政11年（1828）「江戸深川松平伊賀守抱屋敷絵図」（上田市立博物館所蔵）

図2　「江戸深川松平伊賀守抱屋敷絵図」のトレース図

山
口
茂
左
衛
門
様
御
代
官
所
　
　
　
　
　
　
松
平
伊
賀
守

　
　
西
葛
西
領
海
辺
新
田
之
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抱
屋
敷

　
　
　
惣
地
面
壱
万
七
千
五
百
五
拾
壱
坪

　
　
　
　
内
　
壱
万
五
百
三
拾
八
坪
　
囲・家
作
済

　
　
　
　
　
　
七
千
拾
三
坪
　
　
　
　
囲・生
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
百
八
拾
七
坪

　
　
当
時
建
家
坪
合
七
百
五
拾
壱
坪
六
合
六
勺
六
才

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
伊
賀
守
家
来

　
　
文
政
十
一子
年
十
一月
　
　
　
　
小
林
源
右
衛
門
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
川
海
辺
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
　
印
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芭
蕉
記
念
館
は
、
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

4
月
の
開
館
か
ら
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、現
在
3
つ
の
テ
ー

マ
か
ら
な
る
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
の
一
つ
め
が
「
芭
蕉
書
簡
三
点
」
の

展
示
で
す
。

　

芭
蕉
の
真
蹟
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』（
岩
波
書

店
・
１
９
９
３
年
）
に
よ
る
と
、
４
５
２
点

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
作

品
が
３
１
０
点
、
書
簡
が
１
４
２
点
で
す
。

そ
れ
以
降
も
新
出
の
真
蹟
が
発
見
、
紹
介
さ

れ
る
な
ど
、
現
在
５
０
０
点
ほ
ど
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
元
禄
4
年（
１
６
９
１
）

9
月
9
日
付
の
去
来

宛
の
芭
蕉
書
簡
は
、

平
成
20
年
に
幻
の
書

簡
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
同
4

年
9
月
24
日
付
の
曲

翠
宛
は
平
成
16
年
に

朝
日
新
聞
で
真
蹟
と

し
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
同
3
年
正
月
17
日
付
の
杜
国
宛

の
芭
蕉
書
簡
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
写

と
は
別
の
写
で
、
数
箇
所
の
異
同
が
認
め
ら

れ
、
こ
ち
ら
が
よ
り
真
蹟
の
内
容
に
近
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。
芭
蕉
の
生

涯
は
、
こ
う
し
た
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
、

よ
り
緻
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、「
歴
史
の
中
の
武
将
と
文
人

―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
」
の
展
示
で
す
。

　

足
利
尊
氏
の
室
町
幕
府
の
開
府
か
ら
、
や

が
て
応
仁
の
乱
が
起
こ
り
、
次
第
に
諸
国
は

戦
乱
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。諸
国
に
は
、

武
田
・
上
杉
な
ど
の
戦
国
大
名
が
割
拠
し
ま

し
た
。
こ
の
動
乱
期
に
あ
っ
て
、
歴
史
の
表

舞
台
に
登
場
し
た
の
が
織
田
信
長
で
す
。
そ

し
て
信
長
の
死
後
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一

を
果
た
す
こ
と
で
、
よ
う
や
く
時
代
は
中
世

か
ら
近
世
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
展

示
で
は
、
歴
史
の
渦
中
に
あ
っ
た
室
町
将
軍

家
の
和
歌
の
短
冊
や
懐
紙
、
正
親
町
天
皇

の
和
歌
懐
紙
、「
天
下
布
武
」
印
を
押
し
た

織
田
信
長
黒
印

状
、
信
長
か
ら

徳
川
家
康
に
宛

て
た
書
状
、
上

杉
謙
信
・
武
田

勝
頼
・
柴
田
勝

家
・
伊
達
政
宗

な
ど
の
書
状
、

さ
ら
に
文
人
と

し
て
も
知
ら
れ
た
今
川
了
俊
の
書
幅
、
茶
人

千
利
休
書
状
な
ど
、
初
公
開
と
な
る
武
将
や

文
人
の
資
料
を
中
心
に
26
点
、
32
名
の
歴
史

上
の
人
物
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
の
展
示
が
「
ち
ぎ
り
絵
『
奥
の
細

道
』」
で
す
。

　

ち
ぎ
り
絵
と
は
、「
和
紙
を
ち
ぎ
っ
て
台

紙
（
色
紙
）
に
貼
り
、
描
く
絵
」
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
は
、「
専
門
的
な
知

識
や
技
術
の
な
い
人
で
も
、
下
絵
の
通
り
に

貼
る
だ
け
で
簡
単
に
美
し
い
作
品
が
で
き
る

面
白
さ
が
」
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
企
画
は
、

日
本
ち
ぎ
り

絵
文
化
協
会

の
全
面
的
な

協
力
に
よ
る

も
の
で
、
同

協
会
が
平
成

22
年
に
創
設

か
ら
30
周
年
を
記
念
し
て
芭
蕉
の
「
奥
の
細

道
」
の
「
名
句
22
句
に
、
協
会
の
総
力
を
挙

げ
て
挑
戦
し
、
お
よ
そ
一
年
を
か
け
て
完
成
」

し
た
額
装
仕
立
て
に
し
た
作
品
の
数
々
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
3
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
成
る
興

味
深
い
展
示
の
数
々
に
触
れ
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
、
ど
の
作
品
に
心
を

動
か
さ
れ
ま
し
た
か
。 

（
横
浜
文
孝
）

江
東
区
芭
蕉
記
念
館
開
館
3
0
周
年
特
別
展

―
中
世
か
ら
近
世
へ
―

4
月
28
日（
木
）〜
6
月
26
日（
日
）ま
で

◆
芭
蕉
書
簡
三
点

◆
歴
史
の
中
の
武
将
と
文
人

◆
ち
ぎ
り
絵「
奥
の
細
道
」

◆
芭
蕉
書
簡
三
点

◆
歴
史
の
中
の
武
将
と
文
人

◆
ち
ぎ
り
絵「
奥
の
細
道
」

芭
蕉
記
念
館

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

展
示
室
休
室

第
２・４
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入

館

料

大
人
1
0
0
円・小
中
学
生
５０
円

交
　
　
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線・大
江
戸
線

森
下
駅　

徒
歩
7
分

問

合

せ

江
東
区
芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
│
６
│
３

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

曲翠宛芭蕉書簡（寄託資料）

今川了俊筆「源氏物語」注釈書

ちぎり絵「閑さや」（西村憲峯作）

織田信長黒印状
（上）と「天下
布武」印
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私
は
十
歳
の
頃
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
長
編

詩
『
旅
へ
の
誘
い
』
を
読
み
詩
人
に
な
ろ
う

と
決
め
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
詩
人

で
は
な
く
俳
人
に
な
ろ
う
と
い
う
志
は
、
交

換
留
学
先
の
宇
都
宮
高
校
の
図
書
館
で
松
尾

芭
蕉
の
英
訳
を
読
ん
だ
時
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
ど
こ
の
国
の
高
校
へ
行
こ
う
か
と
考
え

て
い
た
ら
、
母
に
「
英
語
圏
で
は
な
く
世
界

の
果
て
ま
で
行
っ
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
て
、

日
本
の
高
校
に
来
た
の
で
す
。
そ
し
て
パ
リ

大
学
日
本
文
学
科
に
入
る
と
、
農
家
で
人
情

の
あ
る
俳
人
の
小
林
一
茶
に
興
味
が
傾
き
ま

し
た
が
、
俳
句
を
理
解
す
る
た
め
に
は
芭
蕉

も
研
究
し
な
け
れ
ば
と
、
次
は
早
稲
田
大
学

の
堀
切
実
先
生
の
下
で
研
究
し
ま
し
た
。
こ

の
一
茶
研
究
家
、
俳
人
と
し
て
の
原
点
は
、

高
校
生
で
出
会
っ
た
「
古
池
や
蛙
飛
び
込
む

水
の
音
」
の
英
訳
で
し
た
。
こ
れ
が
日
本
文

学
を
代
表
す
る
傑
作
と
知
り
、
詩
人
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
私
は
「
日
本
人
は
ど
う

や
っ
て
五
・
七
・
五
だ
け
で
文
学
の
傑
作
を
つ

く
る
の
だ
」
と
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

芭
蕉
の
「
古
池
や
」
の
句
に
は
、
と
て
も

大
事
な
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
古
池
」
は
と
て
も
珍
し
い
漢
語
、「
蛙
飛
び

込
む
」
は
和
語
。「
古
池
」
と
い
う
時
間
の

経
過
と
歴
史
、「
蛙
飛
び
込
む
」
の
空
間
の
経

過
。「
和
漢
混
交
」
と
「
雅
俗
混
交
」
が
、「
時

間
」
の
表
現
と
「
空
間
」
の
表
現
の
交
錯
に

よ
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
講
演
の

後
半
に
話
し
ま
す
が
、
こ
こ
が
芭
蕉
の
一
番

深
い
部
分
で
あ
り
、私
は
す
ぐ
に
は「
古
池
や
」

の
句
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。「
古
池

や
」
の
句
は
「
時
間
意
識
」
と
「
空
間
意
識
」

が
芭
蕉
ら
し
さ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

芭
蕉
の
作
品
と
西
洋
近
代
文
学
と
の
共
通

点
は
、積
極
的
な
「
想
像
力
」
と
「
空
想
、夢
」

の
表
現
が
あ
る
こ
と
、「
夢
」
の
俳
人
＝
芭

蕉
は
、
西
洋
の
ロ
マ
ン
派
的
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
一
方
、
芭
蕉
の
作
品
の
特

徴
で
あ
り
、
西
洋
文
学
に
は
見
ら
れ
な
い
、

西
洋
文
学
と
の
相
違
点
は
何
か
？
そ
れ
は
時

間
意
識
、
空
間
意
識
だ
と
思
い
ま
す
。
時
間

意
識
と
空
間
意
識
が
「
周
期
的
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
「
周
期
的
な
時
間
意

識
」を
表
現
す
る
た
め
に「
時
間
」と「
空
間
」

を
差
し
換
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
は
、
芭
蕉
ら
し
さ
を

最
も
よ
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
芭
蕉
ら

し
さ
を
「
不
易
流
行
」
と
呼
ぶ
人
も
い
ま

す
が
、
私
は
、
西
洋
文
化
に
は
無
い
「
時

間
と
空
間
の
交
錯
と
そ
の
周
期
的
な
時
間

意
識
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。『
お
く
の
ほ
そ

道
』
自
筆
本
の
発
見
か
ら
十
五
年
ほ
ど
経
ち

ま
す
が
、
書
誌
学
的
な
研
究
よ
り
も
、
ど
う

い
う
作
品
な
の
か
、
芭
蕉
が
文
学
史
や
世
界

の
文
学
の
中
で
ど
う
い
う
位
置
な
の
か
、
と

い
う
よ
う
な
文
学
性
の
研
究
が
必
要
に
な
っ

て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

草
稿
が
現
存
し
て
い
る
も
の
で
も
、
文
学
性

の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
１
９
６
０
年
代
以
降
の
構
造
主
義
的
文

体
論
（sém

iotique

）
に
よ
る
、「
こ
の
作
品

の
特
徴
は
何
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
基
と

し
た
研
究
方
法
な
の
で
す
。
文
体
論
の
研
究

で
実
証
的
な
方
法
論
に
、「
文
献
学
的
円
環

法
」（cercle philologique

）
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
主
観
的
な
読
み
方
で
作

品
を
読
み
、
一
読
者
と
し
て
一
番
印
象
に
残

る
象
徴
的
な
部
分
を
探
し
ま
す
。
そ
の
象
徴

的
な
一
節
の
組
織
的
原
理
を
分
析
し
て
、
客

観
的
に
、
全
体
の
組
織
的
原
理
と
同
じ
原
理

が
現
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
途

中
で
全
体
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

れ
ば
、
再
び
別
の
部
分
か
ら
別
の
原
理
を
探

し
、
そ
の
原
理
が
「
細
部
に
ま
で
滲
透
し
、

細
部
が
中
心
に
む
か
っ
て
結
び
つ
き
合
っ
て

い
る
」
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
細
部
の

全
て
に
同
じ
原
理
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
向

か
っ
て
作
品
中
の
一
番
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
特
に
強
く
こ
の
原
理

の
特
徴
が
見
え
、
こ
の
原
理
が
作
品
全
体
に

広
ま
っ
て
い
く
構
図
が
わ
か
り
ま
す
。

　

な
ぜ
一
行
読
む
だ
け
で
こ
れ
が
『
お
く
の

ほ
そ
道
』
で
あ
る
と
思
え
る
の
か
、
そ
れ
と

も
思
え
な
い
か
が
重
要
な
点
で
す
。
も
し
そ

う
思
え
る
一
節
が
見
つ
か
っ
た
ら
そ
れ
が
こ

の
作
品
の
一
貫
性
で
あ
り
、
そ
こ
に
作
品
の

美
学
の
深
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
私
な
り
に
『
お
く
の
ほ
そ
道
』

が
最
も
表
現
し
て
い
る
中
心
的
な
も
の
に
つ

い
て
探
し
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
「
月
日
は
百

代
の
過
客
に
し
て
」「
行
か
ふ
年
も
又
旅
人

な
り
」「
舟
の
上
に
生
涯
を
う
か
べ
」「
馬
の

口
と
ら
え
て
」
な
ど
の
フ
レ
ー
ズ
が
母
音
の

ウ
段
で
始
ま
り
、
日
本
語
で
非
常
に
大
事
な

様
子
と
も
言
え
る
頭
韻
を
踏
み
、
非
常
に
響

き
が
良
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
冒
頭
だ
け
で
も

一
つ
の
原
理
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の

で
、
こ
の
文
献
学
的
円
環
法
を
試
み
ま
し
た
。

「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
か
ふ
年
も

又
旅
人
な
り
」
の
特
徴
は
、「
月
日
」
を
「
過

客
」（
＝
旅
人
）
に
喩
え
、「
年
」
を
「
旅
人
」

に
喩
え
る
、
同
じ
比
喩
表
現
を
二
回
繰
り
返

す
強
い
表
現
で
す
。
周
期
的
な
天
体
の
動
き

と
時
間
の
単
位
と
い
う
も
の
を
、
歩
く
旅
人

に
喩
え
、
時
間
の
表
現
と
空
間
の
表
現
を
交

錯
さ
せ
て
、
周
期
的
な
時
間
を
示
し
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
時
間
の
表
現
を
空
間
的
な
表

現
に
見
立
て
る
こ
と
が
、
細
部
の
隅
々
ま
で

に
も
見
ら
れ
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
い

く
つ
か
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
は
「
行
春
や

鳥
啼
き
魚
の
目
は
泪
」
の
句
で
旅
立
ち
が
始

時
雨
忌
講
演
会 『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
比
較
文
学
的
考
察（
前
編
）

俳
人
・
比
較
文
学
者

マ
ブ
ソ
ン
青
眼

平
成
22
年
10
月
10
日

芭
蕉
記
念
館
に
お
い
て

（

（
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ま
り
、
最
後
は
「
蛤
の
ふ
た
み
に
わ
か
れ
行

秋
ぞ
」で
、そ
の
両
方
が
照
応
し
つ
つ「
季
節
」

と
い
う
「
時
間
」、そ
し
て
「
行
」
と
い
う
「
空

間
」
的
な
表
現
を
同
時
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
時
制
の
使
い
方
が
非
常
に
独
創
的
で
、

不
適
切
と
言
っ
て
も
良
い
ぐ
ら
い
の
過
去
形

と
現
在
形
の
交
錯
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

芭
蕉
が
し
っ
か
り
と
考
え
て
表
現
し
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

　

草
加
の
章
段
の
最
初
の
部
分
で
「
今
年
元

禄
二
と
せ
に
や
」と
あ
り「
に
や
」は
現
在
形
、

そ
の
後
「
そ
の
日
」
と
続
き
ま
す
が
、
普
通

は
「
こ
の
日
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に

「
漸
早
加
と
云
宿
に
た
ど
り
着
に
け
り
」
と

完
全
に
過
去
形
の
「
着
に
け
り
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
旅
が
進
む
に
つ
れ
て
現
在
形
と
思

わ
せ
る
表
現
が
、
過
去
形
と
思
わ
せ
る
表
現

に
変
わ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
同
じ
よ
う
な
例

と
し
て
、
那
須
の
章
段
「
頓
て
人
里
に
至
れ

ば
、
あ
た
ひ
を
鞍
つ
ぼ
に
結
付
け
て
馬
を
返

し
ぬ
」
で
、
近
未
来
の
「
頓
て
」
に
過
去
形

の
「
返
し
ぬ
」
を
付
け
て
、
や
っ
と
宿
に
た

ど
り
着
い
た
そ
の
距
離
を
強
く
感
じ
さ
せ
る

た
め
か
の
よ
う
な
、
過
去
形
を
使
っ
て
い
ま

す
。
レ
ト
リ
ッ
ク
や
修
辞
学
的
な
用
法
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
芭
蕉
が
空
間
を
歩
く
こ
と

に
よ
っ
て
歴
史
を
遡
る
と
い
う
大
事
な
原
理

を
暗
示
し
て
い
ま
す
。
文
体
で
こ
う
い
う
レ

ト
リ
ッ
ク
を
使
う
の
は
さ
す
が
で
す
。
決
し

て
正
し
い
時
制
の
使
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
俳
文
・
狂
文
に
お
い
て
も
、
場
所
に
よ
っ

て
時
制
が
勝
手
に
変
わ
る
と
い
う
例
は
あ
ま

り
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
先
ほ
ど
の
「
時

間
と
空
間
の
交
錯
」
が
同
時
に
「
周
期
的
な

時
間
意
識
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
か
ふ
年

も
ま
た
旅
人
な
り
」
は
、「m

oon and sun

」

を
表
現
す
る
と
同
時
に
「m

onth and day

」

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
は
、
日
本

人
に
と
っ
て
当
た
り
前
で
あ
り
な
が
ら
、
全

く
違
う
意
味
で
す
。
そ
れ
で
は
、
も
し
「day 

and m
onth

」
が
「sun and m

oon

」
と
同

じ
よ
う
に
周
期
な
も
の
だ
っ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
単
語
が
、
時
間
は
一
直
線

な
も
の
で
は
な
く
、
周
期
的
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。
私
は
日
本
と
は
違
う
文
化
で
育
っ
た
の

で
、
こ
の
「
日
」
と
「
月
」
が
二
つ
の
意
味

を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
不
思
議
に
思
え
ま
し

た
。
そ
こ
で「
周
期
的
な
時
間
意
識
」を
持
っ

て
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た

わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意
識
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
初
期
イ

ス
ラ
ム
の
あ
る
作
品
に
は
「
周
期
的
な
時
間

意
識
」
を
も
と
に
、
周
期
的
に
同
じ
所
に
戻

る
と
い
う
旅
の
物
語
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

主
に
十
一
世
紀
の
、
現
在
の
イ
ラ
ク
の
バ
グ

ダ
ッ
ド
辺
り
で
編
集
さ
れ
た
『
ア
ラ
ビ
ア
ン

ナ
イ
ト
』
は
、
千
一
回
月
が
現
れ
、
月
が
現

れ
て
い
る
間
シ
ャ
ハ
ラ
ザ
ー
ド
と
い
う
女
性

が
王
様
に
向
か
っ
て
語
り
を
始
め
て
、
ま
た

曙
が
染
め
て
き
た
の
に
気
づ
き
語
り
を
止
め

て
、
ま
た
次
の
夜
に
語
り
を
続
け
る
と
い
う

約
三
年
の
話
で
す
。
そ
の
中
で
最
も
代
表
的

な
話
の
一
つ
「
ヌ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ン
と
シ
ャ

ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
の
物
語
」
に
『
お
く
の
ほ

そ
道
』
と
の
時
間
意
識
の
類
似
性
を
強
く
感

じ
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ム
文
明
が
最
も

華
や
か
で
開
放
的
だ
っ
た
八
世
紀
末
の
カ
イ

ロ
の
、
ヌ
ー
ル
と
シ
ャ
ム
ス
と
い
う
仲
の
良

い
美
男
子
兄
弟
の
物
語
で
す
。
二
人
は
頭
も

よ
く
若
く
し
て
ス
ル
タ
ン
（
大
王
）
か
ら
大

臣
に
任
命
さ
れ
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勘

違
い
で
兄
弟
は
初
め
て
喧
嘩
し
ま
す
。
そ
の

晩
、
旅
好
き
の
弟
ヌ
ー
ル
は
名
声
と
地
位
を

捨
て
、
愛
馬
の
口
を
と
ら
え
、
詩
を
朗
誦
し

つ
つ
エ
ジ
プ
ト
の
東
北
を
目
指
し
て
旅
に
出

ま
す
。「
旅
に
ゆ
け
、
別
れ
し
者
に
代
わ
る

者
を
君
は
見
つ
け
ん
、
さ
れ
ば
故
郷
を
あ
と

に
し
て
、
遠
く
異
国
を
尋
め
ゆ
け
よ
。
げ
に

わ
れ
は
見
ぬ
、
よ
ど
み
た
る
水
は
腐
る
を
、

流
る
れ
ば
そ
は
清
け
れ
ど
。
ま
た
、
満
月
に

欠
け
ゆ
く
こ
と
の
な
く
な
ら
ば
、
満
月
の
頃

が
き
て
も
、
そ
の
麗
し
き
姿
を
ば
眺
め
ん
と

す
る
も
あ
る
ま
じ
…
…
」。
芭
蕉
的
で
あ
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
旅
の
素
晴
ら
し
さ
を
月

の
周
期
に
喩
え
、
自
分
の
故
郷
を
捨
て
て
他

と
の
出
会
い
を
求
め
よ
う
と
い
う
積
極
的
な

生
き
方
、「
淀
み
の
水
は
腐
る
の
だ
か
ら
流

れ
た
方
が
美
し
い
」
と
の
捉
え
方
。
こ
れ
ら

は
、
時
間
の
経
過
、
つ
ま
り
旅
人
の
時
間
を

月
の
満
ち
欠
け
に
喩
え
て
い
る
こ
と
が
、
こ

と
に
芭
蕉
的
で
す
。

　

私
は
二
十
歳
の
時
パ
リ
で
初
め
て
こ
の
ア

ラ
ブ
の
詩
を
読
み
、
真
っ
先
に
『
お
く
の
ほ

そ
道
』
の
冒
頭
を
思
い
出
し
ま
し
た
。「
月

日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も

又
旅
人
な
り
。
舟
の
上
に
生
涯
を
う
か
べ
、

馬
の
口
と
ら
え
て
老
を
む
か
ふ
る
も
の
は
、

日
々
旅
に
し
て
旅
を
栖
と
す
」。
両
方
の
詩

人
は
、
旅
の
素
晴
ら
し
さ
を
礼
賛
す
る
に
あ

た
っ
て
、そ
の「
旅
」の
時
間
を「
月
」と「
日
」

の
周
期
に
喩
え
て
い
る
と
い
う
点
が
印
象
的

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ロ
マ
ン
派
紀
行
文
の

多
く
は
古
代
の
旧
跡
な
ど
へ
行
く
旅
の
過
程

を
描
き
、
旧
跡
で
の
経
験
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
と
し
て
終
わ
る
、
そ
の
時
間
の
経
過
は
一

直
線
的
で
す
。『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
『
ア

ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
の
こ
の
話
と
は
、
必
ず

何
か
同
じ
と
こ
ろ
に
戻
る
と
い
う
「
周
期
的

な
時
空
意
識
」
を
常
に
暗
示
し
て
い
ま
す
。

弟
ヌ
ー
ル
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
門
に
着
き
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の

聖
地
旧
跡
を
前
に
し
て
歴
史
の
栄
枯
盛
衰
を

振
り
返
り
、
そ
れ
と
同
時
に
旅
す
る
自
己
の

哀
れ
を
感
じ
涙
を
流
し
ま
す
。「
自
分
の
哀

れ
」
と
「
歴
史
の
哀
れ
」
を
重
ね
、
歴
史
の

長
さ
の
中
の
自
分
の
ち
っ
ぽ
け
な
姿
を
見
て

泣
く
の
で
す
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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『
江
東
区
の
文
化
財
2　

深
川
寺
町
界
隈
』

　
『
江
東
区
の
文
化
財
』
シ
リ
ー
ズ
の
６
冊

目
は
、「
深
川
寺
町
界
隈
」
と
し
て
白
河
・

三
好
に
所
在
す
る
文
化
財
を
収
録
し
ま
し

た
。
こ
の
地
域
に
は
、
霊
巖
寺
や
雲
光
院
、

浄
心
寺
な
ど
の
子し

院い
ん
や
塔た
っ
ち
ゅ
う頭
と
い
っ
た
経
歴

を
持
つ
寺
院
が
多
く
、
寺
町
の
様
相
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
『
江
東
区
の
文
化
財
』
シ
リ
ー
ズ
は
全
８

冊
の
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
の
既
刊
と
収
録
地

域
は
次
の
通
り
で
す
。

3
永
代
橋
界
隈

【
佐
賀
・
永
代
・
福
住
・
深
川
・
越
中
島
】

4
門
前
仲
町
界
隈

【
門
前
仲
町
・
富
岡
・
牡
丹
・
古
石
場
】

5
木
場 

【
平
野
・
冬
木
・
木
場
・
東
陽
】

6
亀
戸
Ⅰ 

【
亀
戸
１
〜
３
丁
目
】

8
砂
町 

【
北
砂
・
東
砂
・
南
砂
・
新
砂
】

【
規
格
】
Ａ
4
判　
【
価
格
】
５
０
０
円

『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記　

三
』

　

平
成
18
年
度
に
区
指
定
文
化
財
（
古
文
書
）

と
な
っ
た
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
（
深
川
２

正
覚
寺
所
蔵
）
の
第
３
巻
を
刊
行
し
ま
し
た
。

こ
の
史
料
は
深
川
三
十
三
間
堂
の
堂
守
で
あ

る
鹿
塩
家
の
当
主
が
書
き
つ
づ
っ
た
古
記
録

で
す
。
今
回
は
、
延
享
２
年
（
１
７
４
５
）

か
ら
安
永
９
年
（
１
７
８
０
）
ま
で
の
間
に

関
す
る
記
事
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
文
上
段
に
原
本
の
写
真
を
載
せ
、
下
段

の
釈
文
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
古
文
書
の
勉
強
に
も
活
用
で
き
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
頒
布
場
所

　
　

文
化
観
光
課
文
化
財
係

（
区
役
所
４
階　
　

32
番
）

　
　

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
区
役
所
２
階
）

　
　

芭
蕉
記
念
館 

（
常
盤
１
│
６
│
３
）

　
　

深
川
江
戸
資
料
館（白

河
１
│
３
│
28
）

　
　

中
川
船
番
所
資
料
館

（
大
島
９
│
１
│
15
）

　

22
年
度
、
文
化
財
係
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料

は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

寄
贈
資
料 

寄
贈
者
名
（
住
所
）

・
炭
火
ア
イ
ロ
ン 

松
本
孝
子
（
常
盤
）

・
旧
日
本
軍
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
材
料
な
ど

　

豊
田
勇
（
新
大
橋
）

・
砂
町
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
記
念
写
真

斎
藤
美
江
子
（
北
砂
）

・
木
場
の
古
写
真
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

加
瀬
重
雄
（
南
砂
）

・ 「
東
京
府
江
戸
川
上
水
町
村
組
合
事
業
経
過

概
要
」・「
亀
戸
駅
を
中
心
と
す
る
交
通
調

査
報
告
書
」（
昭
和
14
年
）・「
開
港
記
念　

東
京
港
誌
」（
昭
和
17
年
）鈴

木
康
治
（
亀
戸
）

・
木
場
の
古
写
真
55
点

遠
山
泰
彦
（
横
浜
市
）

・
徽
章
「
深
川
区
防
護
団
平
久
分
団
記
念
」

鈴
木
テ
ル
子
（
金
沢
市
）

・ 

砂
村
尋
常
小
学
校
修
業
証
書
・
表
彰
状
・

感
謝
状
な
ど
8
点 

吉
野
義
道
（
東
砂
）

・
押
絵
羽
子
板
28
点 

大
木
誠
（
大
島
）

・
深
川
政
府
倉
庫
関
係
資
料
一
括

東
京
農
政
事
務
所
（
千
代
田
区
）

・
書
籍
一
括 

山
本
妙
子
（
毛
利
）

・
砂
町
銀
座
音
頭
ソ
ノ
シ
ー
ト

砂
町
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
（
北
砂
）

・
古
写
真
2
点 

山
本
善
弘
（
墨
田
区
）

・
城
東
公
益
質
屋
建
築
透
視
図

中
野
俊
章
（
亀
戸
）

・ 

古
写
真
・
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
書
籍
な
ど

56
点 

中
谷
実
（
町
田
市
）

・ 

深
川
小
学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
深
川
第
一

中
学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
関
東
商
工
高
等

学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム 

 

鈴
木
行
雄
（
調
布
市
）

・
深
川
区
詳
細
図 

国
分
正
幸
（
森
下
）

・
鬼
瓦
３
点 

村
林
妙
子
（
渋
谷
区
）

・『
広
重
と
浮
世
絵
風
景
画
』

 

長
倉
眞
生
（
白
河
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

前
号
（
２
５
２
号
）
の
「
釜
屋
堀
庚
申

堂
の
お
ま
つ
り
」
の
う
ち
、
本
文
上
段
10

〜
11
行
目
の
西
暦
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、昭
和
7
年
（
１
９
３
２
）

と
な
り
ま
す
。

　

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
寄
贈
資
料
リ
ス
ト

│ 

新
刊
紹
介 

│

│ 

新
刊
紹
介 

│

お
詫
び
と
訂
正

押絵羽子板炭火アイロン
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